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取引口座　ゆうちょ銀行０１６６０-６-４３２２９ 若草園を支える会
　　　　　幡多信用金庫 下田支店(普)８３４９７ 若草園を支える会 会長 林　博

◆卒園生にお祝い金を贈る
　　いつもありがとうございます。若草園を支える会は市民団体として 2008 年

に発足しました。この間、少子高齢化は進み日本の人口が減りはじめましたが、

児童虐待のニュースを聞かない日はないような世の中です。そのような中で、「若

草園を支える会」は高知県西部にただ１つの児童養護施設「若草園」を地域の方々

に知って頂き、支援する活動をしております。

　若草園にはさまざまな事情で親元を離れて暮らさなければならない０～１８歳

までの子どもが、５つのホームで分かれて生活しています。今では大学を卒業す

るまで若草園に居ることもできますが、ほとんどの子どもは高校を卒業してそれ

ぞれ自立していきます。

　3 月 20 日（土曜日・春分の日）の夕方、「卒園式」が行われました。毎年、若

草園を支える会では巣立っていく子どもにお祝い金をプレゼントしています。今

年も式の中で贈呈しました。裏面に卒園式の様子と御礼の手紙をのせております。

◆若草園を巣立った子どものその後
　若草園の子どもは生活と並行して児童相談所などが中心となっ

て家庭環境の調整をします。それにより一部の子どもは家庭復帰

します。しかし多くの子どもは高校を卒業して本人が自立します。

　若草園を支える会が発足して以来、行政や公的な支援策も徐々に整ってきまし

た。卒園生には県から、退所後の生活を支援するための住居費及び生活費等の経

費として就職や進学の「支度費」が支給されます。通常は 82,760 円ですが、卒

園生は家庭からの支援を期待しづらい面もあるため特別基準が設けられていま

す。施設長の申請で児童相談所が認定すれば 198,540 円が支給されます。

　また、知事からの祝い金 1 万円、さらに高知県社会福祉協議会の福祉基金から

3 ～ 5 万円も支給されます。しかし、子どもの進路によっては支給されないので、

若草園を支える会にはこの様なケースの子どもを支援する働きもあります。

　若草園には県内の社会的養護を必要とした子ども達を支援する事業所「あおば」

が 2014 年から併設されており、アフターケアをおこなっています。

◆賛助会員募集中
　若草園を支える会は会費を必要としない賛助会員と、年間会費１口１千円の会

員を募集しています。若草園を支える会の新年度は７月からはじまります。2021

年度会員になるための会費のお願いは、次号以降に御案内させていただきます。
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お礼状
卒園祝い金を受け取った

子どもからのお手紙です。

当日のプログラム表紙

卒園式の様子

皆さまの会費で準

備した御祝儀 ▼


